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スマート治療室「ＳＣＯＴ」プロジェクトと実証実験を開始 

～医療の安全性向上を支援する取組みを実施～ 
 

 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン」）、ＳＯＭＰＯ 

リスクマネジメント株式会社（代表取締役社長：桜井 淳一、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）は、医療の 

安全性向上により地域や社会の課題に対応していくことを目指して、学校法人東京女子医科大学（以下

「女子医大」）と合意し、スマート治療室「ＳＣＯＴ」※１プロジェクトチーム（以下「ＳＣＯＴチーム」）

とサイバーセキュリティに関する実証実験を開始します。 

 

※１ 「ＳＣＯＴ」は、Smart Cyber Operating Theater の略で、女子医大先端生命科学研究所先端工学外科（教授：

村垣 善浩、正宗 賢）が主導して、日本医療研究開発機構（AMED）の支援のもと、広島大学、信州大学、デ

ンソー、日立製作所など５大学１１社と共に、IoT を活用して各種医療機器・設備を接続・連携させ、手術の進

行や患者の状況を統合把握する「戦略デスク」の導入により、手術の精度と安全性を向上させる「スマート治

療室」として開発したものです。 

 

１．背景 

 現在の日本では、高齢化に伴う医療機関の利用者数増加、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う医療

の逼迫や医師不足、地域における医療格差などが社会課題となっています。また、手術の現場では多種多

様な医療機器・設備から発生する膨大な情報を医師やスタッフが限られた時間内に判断し治療を行って

います。 

女子医大の村垣教授が主導するＳＣＯＴチームは、これらの課題を解決するために、IoT を活用して各

種医療機器・設備をネットワークで接続し連携することで、手術の進行や患者の状況を統合把握し、手術

の精度と安全性を向上させるスマート治療室「ＳＣＯＴ」の開発を行ってきました。 

損保ジャパンは、２０２１年度からの新中期経営計画において、社会課題解決の主要な担い手になるべ

く「ＳＤＧｓへの取組み」を事業基盤の 1つに位置づけ、事業を通じた価値創造に取り組んでいます。 

ＳＯＭＰＯリスクは、２０１８年にサイバーセキュリティ事業に参入し、世界水準の技術力、豊富な経

験・実績などを有する企業と戦略的な提携を推進してきました。２０２０年から医療機関が抱えるサイ

バーセキュリティ上の課題分析やガバナンス強化、体制構築支援等から、医療機器や医療情報システム

等に対するサイバー脅威への対策まで、医療機関向けの包括的なサービス提供を行っています。 

スマート治療室「ＳＣＯＴ」は、将来的に過疎地域や災害時の遠隔医療としての活用が想定され、外部

ネットワークとの接続可能性があるため、サイバーセキュリティ対策の検討が課題となっており、損保

ジャパン、ＳＯＭＰＯリスクおよび女子医大は検討を進め今般の実証に至りました。 

 

 



 

 

 

２．実証内容 

ＳＯＭＰＯリスクのサイバーセキュリティサービスである「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」※２を「ＳＣＯＴ」環

境下に設置し効果を検証、将来の遠隔医療での応用に向けた実証実験を行います。 

※２ 「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」は、ネットワーク通信状況や医療機器・IoT 機器の可視化、外部との不審な通信を検知

するシステムです。 

 

実証の目的 ：「ＳＣＯＴ」環境下での「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」の効果検証 

実証期間  ：２０２１年１１月～２か月 

実証メンバーと役割 

実証メンバー 役割 

女子医大 「ＳＣＯＴ」実証環境の提供 

ＳＯＭＰＯリスク 「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」の提供と実証主体 

損保ジャパン 実証企画・全体調整 

 

 

３．今後について 

今回の実証実験で「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」の効果が確認できれば、５Ｇを活用し遠隔医療に対応する移

動型スマート治療室「モバイルＳＣＯＴ」における「ＭＥＤＩＧＡＴＥ」の活用検証を実施する予定で

す。 医療のデジタル化が進展するなか、医療機関は今まで以上にサイバー攻撃のリスクに晒されると

考えます。本取組みにより「ＳＣＯＴ」の安全性を向上させ、高度な医療の普及を後押ししていくだけ

でなく、ＳＯＭＰＯグループのサイバー保険やサービスを活用し、サイバーセキュリティ分野での安

全・安心を提供していきます。今後とも、損保ジャパン、ＳＯＭＰＯリスクは、「”安心・安全・健康

のテーマパーク”により、あらゆる人が自分らしい人生を健康で豊かに楽しむことのできる社会を実現

する」という「ＳＯＭＰＯのパーパス」実現に向けて、取り組んでまいります。 

以上 


